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2015 年 7 月から 2017 年の 3 月まで、週一回、日本自然保護協会でインターンシップを
行ってまいりました。日本自然保護協会は日本を代表する自然保護 NGO の一つですが、
その活動の中でも宮崎県綾町の綾ユネスコエコパークと綾の照葉樹林プロジェクトの活動
について、業務を体験させていただきました。宮崎県綾町は綾の照葉樹林プロジェクトを
はじめとする照葉樹林との共生を目指したまちづくりが高く評価を受け 2012 年に綾ユネ
スコエコパークとして登録されています。綾の照葉樹林プロジェクトは官民 5 者が共同で
協定を結び、人工林から自然林を保護・復元していくプロジェクトとして 2005 年に発足し
続けられています。  
 業務内容では主なもの二つをご紹介いたします。一つは綾ユネスコエコパークでの地
域住民対象の意識調査（アンケート調査）の実施、そしてユネスコエコパークにおける博
物館機能についての調査です。  
 綾ユネスコエコパークでの地域住民対象の意識調査（アンケート調査）では、まず質
問紙を作ることからスタートし、綾町ユネスコエコパーク推進室の方々や、てるはの森の
会の市民の皆様からたくさんの助言をいただきながら質問紙を完成させました。配布回収
は綾町ユネスコエコパーク推進室にお願いし、綾町独自の自治会制度である自治公民館制
度を利用して 300 枚の質問紙を配布、 176 枚の回答を得ました。回収率は 59％ととても高
いものです。いただいた回答の入力、集計、分析作業は慎重に行いました。結果からは、
綾町民が綾ユネスコエコパークの登録を好意的に受け止めていること、また綾の照葉樹林
に誇りを持っていることが明らかとなりました。まとめた資料は綾の照葉樹林プロジェク
トの会議で発表したほか、綾町自治公民館長会で町民の皆様に発表する機会もいただきま
した。自治公民館長会の発表では、学校での発表とは異なり、大変緊張し、うまくできな
かったところも多かったのですが、あたたかく労っていただき、大変勉強になりました。  
 もう一つの国内のユネスコエコパークにおける博物館機能についての調査は、ユネス
コエコパークに登録されている自治体に自然系博物館などの博物館機能について調査を行
ったものです。この調査では、質問票を作ったり、データをまとめたりする作業に綾ユネ
スコエコパークのアンケート調査の経験が役立ちました。  
 また、現地に伺って、綾の照葉樹林プロジェクトの会議を傍聴したり、復元場所の視
察に同行しました。綾の照葉樹林プロジェクトは官民協働で行われていますが、具体的に
はそれぞれの主体ができることを積み重ねていく方式でプロジェクトが進められています。
たとえば、綾町・宮崎県は調整・市民への広報、林野庁は復元場所の間伐、日本自然保護
協会は林床調査、てるはの森の会はボランティアガイドの育成や市民向けの広報活動の実
施などです。新しい官民協働の自然保護プロジェクトが実際に運営されて進んでいる様子
を見るのはとても興味深い経験になりました。  
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インターンシップを通じて、自然保護の
制度や枠組みが具体的に運営されている
現場を実際に体験させていただきました。
大学の講義だけでは分からなかった、どの
ように現場が動いているのかという実感
を得ることができたと同時に、現場の難し
さを肌で感じることができました。制度だ
けではなかなか人は動きません。自然保護
プロジェクトでは、地域住民や企業をどう
巻き込むか、どうやってわかりやすく人に
伝わるストーリーを考えられるか、といっ
たことを日々考え、実践していかなくては
ならないからです。日本の自然保護の現場
の一つの形を感じ取ることができたこと
が、とても勉強になりました。また、失敗
や挫折で社会における働くということの
難しさに直面しました。日本の生物圏保存
地域はユネスコエコパークとして、日本型
の自然保護・共生を目指していますが、近
年新しく登録される地域が出てきたことなどから地域振興策としても注目を集め、地域同
士が協力し合うネットワークができるなど、盛り上がりを見せています。論文に書くこと
はできませんが、人との関係性の中で、制度や仕組みが前進していく様子にわくわくさせ
られました。自分の将来にもこれらの経験を生かし、努力してまいりたいと思います。  
 最後にこのような機会を与えてくださった先生方と、日本自然保護協会、そして綾町
であたたかく受け入れてくださった皆様、そして、日々至らない私に根気強く助言をくだ
さった朱宮丈晴さんに感謝申し上げます。ありがとうございました。  
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図 1．綾の照葉樹林（筆者撮影） 図 2．間伐、復元場所の視察（筆者撮影）
図 3 綾町内の吊り橋と綾城（筆者撮影）
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